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①西宮市第４次総合計画

【目標年次】

◎基本構想 目標年次：平成30（2018）年度
◎基本計画 計画期間：

平成21（2009）～30（2018）年度
10年【中間年度（平成25年度）見直し】

◎実施計画 計画期間：3年【毎年度見直し】

【まちづくりの基本目標 】

「ふれあい 感動 文教住宅都市・西宮」

西宮市は、昭和３８年の「文教住宅都市宣言」以来、豊
かな自然と住環境が共存する文教住宅都市を目指し、ま
ちづくりを進めてきました。
第４次西宮市総合計画では、これまで引き継いできた
「文教住宅都市」の一層の発展を図るとともに、人と人、
人と自然、人と文化といった多様なふれあいを通じて、
心の豊かさを感じることのできるまちの実現をめざして
いきます。

【将来のまちのイメージと政策・施策】
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②西宮市都市計画マスタープラン（まちづくりの基本方針と施策展開の方向性）

【計画期間】

平成23年度からおおむね10年間

【基本理念と将来像】

【まちづくりの基本理念】

宮水の「えん」でつなぎ育む 美しいまち西宮
私たちは、西宮がこれまで培ってきた文教住宅都市とし
ての優れた環境と、品の良さを感じさせる個性的な都市
イメージをさらに高め、構成に継承するため、「人
（私）と自然」、「人（私）とまち」、「人（私）と
人」のつながりを育み、美しいまちを実現します。

【暮らしとまちの将来像】
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③その他交通関連計画
西宮市地域公共交通連携計画（H21） ひょうご21世紀交通ビジョン

（H7.10）
ひょうご公共交通10ヵ年計画
（H25.3）

西宮市交通バリアフリー基本構想
（H15.7）

計画
期間

目標年次は平成 30 年度（計画期間平
成 21 年度～平成30 年度）とする。

おおむね2030年（20世紀を体験しない
人々が社会を支える時代が始まり、新
しい価値観が定着する時期

2013(平成25)年～2022（平成34）年
「２１世紀兵庫長期ビジョン（2011 
年策定）」の想定年次である2020（平
成32）年頃を見据えつつ、本計画の期
間は10 年間とします。

基本構想の目標年次を2010年度（平成
22年度）に設定し、今後、バリアフ
リー事業の推進に努めます。

計画
目標

平成 30 年度に、「バス乗車数
50,000 人/日」と「バス満足度
25.0%」を目標とします。

「生活の中に交通がとけ込み、交通を
介して交流が拡がり、交通を通して地
域が活きづく」
そのような交通の実現を目指します。

みんなでつかい 明日へつなぐ公共交
通

環境にやさしく、だれもが使いやすい
公共交通をめざして

課題 （1）南北両地域を連絡する公共交通
機能が弱く､地域間の交流や連携
を阻害しています。

（2）既存の公共交通網(鉄道・バス)
において、不便地域が点在して
います。

（3）市民のバス交通に対する満足度
は低く、高齢社会への対応、公
共交通の利用促進や維持・活性
化の観点等からも、サービス水
準の向上が求められています。

・世界との多様な交流が展開される
「グローバルひょうご」

・多軸型国土の要となる「交流の十
字路ひょうご」

・県境を越えた交流が展開される広
域生活圏「グレーターひょうご」

・都市部と農山漁村部が共生する
「ひとつの生活圏ひょうご」
・多彩な個性が活きづく多核型の
「モザイク都市ひょうご」

（1）公共交通の負のスパイラルの拡
大

（2）交通事業者間の連携不足
（3）交通分野と他分野との協調不足

・高齢者や障害のある人が自立した社
会生活を営むことができる環境整備

・公共交通機関の利便性、安全性の向
上

基本
方針

基本方針1
北部地域および南部地域を直接連絡す
る公共交通の確保
基本方針2
公共交通不便地域の改善
基本方針3
市内全域におけるバス交通サービスの
向上

基本目標1
ひょうごの拠点性を高め、国内外との
交流を促進する交通体系の充実
基本目標2
生活圏の広域化に対応した交通体系の
拡充
基本目標3
地域の活動を支援する交通体系の強化
基本目標4
人と自然に配慮した交通の確立
基本目標5
快適で多様な交通の創出

課題解決の方針1
・関係者（交通事業者、行政、住民）
の意識改革

・交通事業者の経営改善
・交通事業者の自助努力への支援
課題解決の方針2
・異なる事業者間の連携強化
・情報通信技術(ＩＣＴ)等を活用した
公共交通案内情報の充実

・個別に運営されている交通事業の一
体的運営をめざした検討の推進

課題解決の方針3
・観光,まちづくり,福祉,地域等他分
野との役割分担の明確化

・他分野との連携による効率的な施策
実施

・高齢者、身体障害者など、だれもが
社会参加できる街づくり

・環境にやさしい公共交通の利用促進
・市民、交通事業者、行政の連携によ
る実効性のあるバリアフリー事業の
推進

・市民一人ひとりがバリアフリーに関
心を持つ「心のバリアフリー」の推
進
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④西宮市地域福祉計画

【計画の期間】

この計画の期間は、平成22 年度から平成27 年度までの６年間とします。

【計画の基本理念】

市民一人ひとりが尊重しあい 支えあう ふれあいのある安心して暮らせるまちづくり

【計画の基本目標】
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⑤西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画

【計画の期間】

本計画は、平成27 年における本市の高齢者介護の
あるべき姿に向けた仕上げの計画として、また、平
成27 年以降の「地域包括ケア体制」の構築を見据
えた新たな取り組みをスタートする計画として、平
成24 年度から平成26 年度の３年間を計画期間と
します。

【施策の体系】



３.西宮市の将来計画
34

⑥西宮市障害福祉推進計画

【計画の期間】

本計画は、平成24年度から平成29年度
までの６年間を計画の期間とします。
「第３期西宮市障害福祉計画」にあたる
「第６章 障害福祉サービス、地域生活支
援事業の見込量」については、平成24年
度から平成26年度までの３年間を計画の
期間とします。

【施策の体系】
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⑦西宮市都市型観光推進計画

【計画の期間】

本計画の期間は、平成23 年度
（2011）から27 年度（2015）まで
の5 か年とします。なお、計画策定後は、
この進捗状況の把握に努めるとともに、
観光を取り巻く社会経済情勢の変化など
にも的確に対応しながら、平成27 年度
に必要に応じて計画内容の見直しを行い、
計画を改定することとします。

【基本理念と基本方針】
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⑧第二次西宮市地球温暖化対策実行計画

【計画の期間】

本実行計画の期間は、基準年度を平成18年度
として、平成20年度から平成24年度の5年間
とします。ただし、社会情勢の変化や計画の進
捗状況により、必要に応じて見直しを行います。

【対象とする温室効果ガス】

以下の４物質を対象とします。
① 二酸化炭素（CO2） ② メタン（CH4） ③
一酸化ニ窒素（N2O）④ ハイドロフルオロ

カーボン（HFC）

【環境配慮項目ごとの目標達成にむけた取り組み】

【削減目標】

基準年度を平成１８年度とし、平成２４年度ま
でに、温室効果ガスの排出量をおおむね３．

０％削減します。


